
２０１３年４月２４日 保護者の皆様 名張市立赤目小学校 校長  平岡 睦生 
 

緊急時緊急時緊急時緊急時のののの対応対応対応対応についてについてについてについて（（（（おおおお願願願願いいいい））））    

  保護者の皆様には、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は、本校教育に格別のご理解・ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。  さて、新年度が始まり２週間余りが経ちました。子どもたちも学校生活に慣れてきたようです。休み時間には校庭で元気に遊んでいる姿が随所に見られます。  元気で活発な子どもたちですが、突発的なけがなどをすることもあります。けがや病気の時には、まず保護者の方に連絡をとって、その状態をお伝えし処置について協力をお願いしております。  特に医者の処置が必要な場合については、下記の「緊急対応模式図」のように、けがの発生後、速やかに保護者の方と連絡をとらせていただいて、保護者の方で病院へ連れて行っていただくようお願いしております。  けがの程度が重い場合や早く処置をしたほうがよい場合には、保護者の方にかかりつけの医療機関を確認後、学校の方で子どもを病院へ連れて行きます。その際、診断結果については、個人のプライバシーのこともあり、医者から保護者の方に直接お話がある病院もありますので、保険証を持って病院までお迎えをお願いいたします。  保護者の方と連絡がとれない場合には、健康管理カードに記載の病院へ、記載なしや休院のときには、学校の方で判断します。基本的に名張市立病院を考えております。 なお、健康管理カードに緊急連絡先を報告いただいておりますが、お勤めなどの関係で変更があったり、携帯電話の方がよいと判断されたりする場合には、担任までお知らせくださるようご協力ください。 これからも、子どもたちの安全確保については、細心の注意を払っていきますので、保護者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。    
緊急対応模式図緊急対応模式図緊急対応模式図緊急対応模式図    

 

 

 

 

 

 

 

骨折、頭部打撲、目、耳等、生命に危険を及ぼしたり、直ちに身体機能に障害をもたらしたりする可能性がある場合 
 負傷者・病人・災害や事故の発生 すり傷、微熱等軽度な場合 学校で経過観察後、必要ある場合には家庭連絡 学校より家庭（緊急連絡先）へ連絡 家庭と連絡不能の場合 学校と家庭で対応を協議 学校にて判断 


